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P − 271　　 妊娠 中 に お け る 可 容 性 イ ン ター

ロ イ キ ン 6 レ セ プ タ ーに 関 す る 研 究

P − 272　　 正常初期 妊娠絨毛 及び脱落膜組織に お

　 け る 細 胞周期調 節因子 の 発 現 に つ い て の 検討
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〈 目的〉 ヒ トお よび マ ウス の 血中可容性イ ン ター

ロ イキ ン 6 レ セ プター
（s1L ・6R冫濃度の 変動 につ い

て の 報告は少な く、また 血 中 slL ・6R の 産 生部位

に つ い て は明 らかで はない 。 そ こ で本研究で は 、

主に 妊娠中の 人お よび マ ウ ス 血 中の sIL −6R 濃度

の 推移、slL −6R の 産生部位 の 検索、お よび sIL −

6R 産生 の 調節機序の 解 明を 目的と した 。

〈方 法〉 （1）ヒ トおよび マ ウ ス slL −6R の RIA を

確立 し 、そ の 血中濃度を測定 した 。 （2）マ ウ ス 胎

盤 お よび脱 落膜 より RNA を抽 出 しIL −6R　 mRNA

発現 の有無に つ い て Nothern　bloI 法 に て検討 し

た 。 （3）マ ウ ス脱落膜鯏胞初 代培 養系 を用 い 、slL ．

6R 分泌調節 因 子 を検索 した 。〈成績 〉 （1） ヒ ト

で の 血中 slL −6R 濃度は妊娠の 進行とともに上昇

す る が、月経 周期 お よ び 加齢に よ る 変動は み られ

なか っ た 。 また マ ウ ス で も、妊娠 中 の 血中　 slL −

6R 濃 度 は 初 期 の 41 ．2ngfml か ら 後 期 の

149 ．lnglml に 上 昇が み ら れ た 。 （2｝マ ウ ス 脱 落膜

に 多量の IL・6R　 mRNA の発 現が み られ 、また脱

落膜細胞培養上清中に slL −6R の 分泌が み られ る

事 を確認 した 。（3）マ ウ ス 脱 落膜細胞か らの s匚L −

6R 分泌量は 、2．5nM の IL−6 お よび 0．5mM の

cAMP に よ り 約50％ 減少 した 。 ＜結 論＞　sIL −

6R 　は妊娠中に脱落膜か ら産生され、それ によ り

血中 slL ．6R 濃度が増加 し、　 IL6 や cAMP に よ

りそ の 分 泌が 調 節されて い る こ と を明 らか に した 。

【目的】絨 毛細胞は 正常細胞 で あ りな が ら腫瘍細

胞の ような 増殖能や 浸潤 能を有す る 。従 っ て 、絨

毛細胞 の 子宮内膜浸 潤部位 に おけ る 増殖能の 制御

機構を 知 る こ と は 、癌の 浸潤機序 の 解 明の
一

助 と

な る は ず で あ る 。 そ こ で 正常 初期妊娠絨毛 の 子宮

内膜浸潤部位 に お い て、細胞 周期調節 因子群 の 発

現 を検討 し、そ の 増 殖 能 の 制 御機構を解析 した。

【方法】同 意の もと に 人工 妊娠中絶術に よ っ て 得

られ た 、妊 娠 6 〜12週 の 正 常 絨毛組織 及 び 脱落膜

材料 を用 い た。ホ ル マ リ ン 固 定、パ ラ フ ィ ン 包埋

切片に 対 して 細胞周期 調節因子群 ：サ イ ク リ ン

A 、Bl 、　 E、サ イ ク リ ン 依存性 キ ナ
ー

ゼ cdk2 、増殖

指標KS−67と絨毛細胞 を分類す る ：hCG 、　 hPL 、サ

イ トケ ラ チ ン の 免疫染 色を SABC 法 に て 行 っ た 。

【成績】絨毛 を形成す るcytotrophob ］ast（CT ）に Cよ、

Kj−67陽性細胞が 多 く、こ れ に呼応 し た形 で サ イ ク

リ ン A 、B1 、　 E 、　 cdk2 の 発現 が み ら れ た 。 また 子宮

内膜浸潤拠点 で あるanchoring 　vil】iの CT は、ほ ぼ全

細胞 に サ イ ク リ ン A 、BI 、E を発現 しKi−67 も こ れ

に 呼応 し て い た 。 と こ ろ が 、脱落膜 に 浸 潤 した

intermediate　trophoblast（hPL陽性細胞）は、サイ ク リ

ン A とKi −67が ほ ぼ全細胞で 陰性とな っ た が サ イ ク

リ ン E とB1 は 陽性で あ っ た 。 脱落膜 細胞 で は サ イ

ク リ ン Eの 細胞 質染色が特徴的で あっ た 【結論】

絨毛細胞 （CT）は 内膜 に 接 す る 部位 で 最 も増殖 能

が高 く、内膜に 浸潤する とサ イ ク リ ン E とB1 を発

現して い る に も拘 わ らず細胞増殖停止状態と な り、

hPL 産 生細胞へ と分化す る機序が存在する もの と

考えられ た 。 こ の 浸潤部位の 絨毛細胞 の 増殖制御

機構に は 癌 細胞 と は 本 質的 に 差異があ る もの と 思

わ れ た。また 脱落膜細胞 との interactionが 細胞増殖

停止状態 に関与す る 可 能性が推察された。
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